
- 9 - 

 

３ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

計画で掲げた取り組むべき主な施策、推進方策に基づいて実施した事業及び取組について、各

主管課及び教育委員会による内部評価を行い、今後の課題と対応方針を示しました。 

（１）学校教育 

 

第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策１ 確かな学力の育成 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

● 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

・これまでの教育実践の蓄積に基づく授業改善の活性化により、子どもたちの「知識・技能」、「思考力・判断力・表
現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の資質・能力の育成を図り、一人一人の生きる力を育む。

１　推進方策および今年度の取組内容

●基礎・基本の確実な定着

・「伊達市学力テスト」を実施することにより、児童生徒の学力や学習状況を把握するとともに、「学力・学習改善プ
ラン」を作成し、一人一人の基礎や基本の確実な定着を目指す。

主な
取組
内容

R6 伊達市学力テストの調査結果等に基づいた学力・学習改善プランの作成とAIドリルの全児童生徒の活用、検定費用の補助

R7 伊達市学力テストの調査結果等に基づいた学力・学習改善プランの作成とAIドリルの全児童生徒の活用、検定費用の補助

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 伊達市教育実践交流・研修会の実施

R7 伊達市教育実践交流・研修会の実施

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎「国語の授業の内容がよく分かる」と回答した児童生徒の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

86.0% ａ
全国学力・学
習状況調査

中学校及び義
務教後期課程

80.3% 89.4% 88.7% 84.9%

小学校及び義
務教前期課程

78.0% 80.9% 85.5% 88.4%

86.0% ｂ
全国学力・学
習状況調査

◎「算数（数学）の授業の内容がよく分かる」と回答した児童生徒の割合

小学校及び義
務教前期課程

81.9% 83.4% 77.9% 87.4% 86.0% ａ
全国学力・学
習状況調査

決算額（千円）

80.0% ｃ
全国学力・学
習状況調査

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

児童生徒の資質・能力の育成に向けて、ICTを最大限活用し、これまで以上に「個別最適な学び」と「協働的な学
び」を一体的に推進する授業改革につなげる。
また、AIドリルを活用して授業や家庭学習の質の向上につなげる。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義
務教後期課程

76.4% 68.4% 77.5% 67.7%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
小学校においては目標や前年度（R6　国語　小学校　85.5％、算数　小学校　77.9％）をやや上
回っているが、中学校においては、目標や前年度（R6　国語　中学校　84.9％、数学　中学校
77.5％　）を下回っていることから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

3 学力向上推進経費事業 10,584

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策２ 特別支援教育の充実 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

●一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な就学支援

・伊達市特別支援教育推進協議会の各支援部会において新就学児および在校児童生徒一人ひとりに応じた就
学の場を検討するとともに、特別支援教育支援員・介護員の配置により、児童生徒の学習支援や生活支援を行
う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●関係機関と連携した地域ネットワークづくりの充実

・伊達市特別支援教育推進協議会を実施し、学校や保育所、幼稚園等の関係機関が、児童生徒一人ひとりの
ニーズに応じた適切な就学の場を提供するために、連携の充実を図る。

主な
取組
内容

R6 伊達市特別支援教育推進委員会の実施

R7 伊達市特別支援教育推進委員会の実施

R8

R9
R10

● 教育相談の充実

・特別支援コーディネータ連絡会議における研修等により、校内特別支援コーディネータの知識等の向上を図り、
教育相談の質の向上を図る。

主な
取組
内容

R6 特別支援コーディネータ連絡会議において、教育相談に係る研修を実施

R7 特別支援コーディネータ連絡会議において、教育相談に係る研修を実施

R8

主な
取組
内容

R6 伊達市特別支援教育推進委員会支援部会の実施及び特別支援教育支援員・介護員の配置

R7 伊達市特別支援教育推進委員会支援部会の実施及び特別支援教育支援員・介護員の配置

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎通級指導教室及び特別支援学級において個別の教育支援計画を作成し、就学先や進学先等への引継ぎに活用している学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教後期課程

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義
務教前期課程

30.0% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

今後も、具体的な短期目標、長期目標を「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」に設定することでそれらを日
常的に活用し、障がいのある児童生徒の適正な就学措置や効果的な指導に活かしていく。また、校種間における
連携を大切にし、個別の教育支援計画等の円滑かつ効果的な引継ぎを行うなど切れ目のない支援を目指し、教
育的ニーズに応じた教育支援を行っていく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
通級指導教室及び特別支援学級に在籍するすべての児童生徒に対し、それぞれ個別の教育支
援計画を作成し、就学先や進学先等への引継ぎに活用していることから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

2 2
摘要

674

2 特別支援教育推進事業（職員給与費） 50,992

9 1 4 特別支援教育推進委員会運営経費

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策３ 国際理解教育の推進 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

●異文化理解の充実

・外国の文化や習慣、価値観に触れる機会を設け、国際理解教育の充実に取り組む。多様な文化への理解と尊
重の心を育むとともに、広い視野と国際感覚を身に付け、異なる背景を持つ人々と協働できる力の育成を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

●外国語指導力の充実

・小学校中学年の外国語活動、高学年の外国語科の指導に向けて、小中学校の教職員が連携を深めるなど、指
導力の向上に努める。

主な
取組
内容

R6 ALTとの連携及び効果的な活用による、指導方法の工夫・改善

R7 ALTとの連携及び効果的な活用による、指導方法の工夫・改善

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 イングリッシュアドベンチャー及びイングリッシュデイの実施

R7 イングリッシュデイの実施及び英語学習Webアプリの活用

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎伊達市学力テストにおける外国語の伊達市全体の平均点が全国平均を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

全国平
均以上

ｃ
伊達市学力テ

スト
中学校及び義
務教後期課程

-
やや下
回る

下回る 下回る

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

全国平均を下回っており、「学力・学習改善プラン」の作成及び継続した指導方法の工夫改善が必要。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
伊達市学力テスト結果において全国と比べ、1年生▲5.8，2年生▲3.3となっており、全国平均を下
回っていることから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

558

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

5,035

9 1 6 だてっ子イングリッシュ・アドベンチャー事業

6 ネイティブスピーカー(伊達地区)活用事業 21,345

9 1 6 ネイティブスピーカー（大滝区）活用事業

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名



- 15 - 

 

 

 

第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策４ 情報教育の充実 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

● 「プログラミング的思考」などを育むプログラミング教育の充実

・児童生徒一人ひとりに情報活用の実践力、情報の科学的な理解、情報社会に参画する態度が育まれるよう、
GIGAスクール構想に基づく整備を行うとともに、発達段階に応じたプログラミング教育の充実を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 「情報モラル」の育成に向けた取組の充実

・児童生徒がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ、情報手段を適切に活用できる
ようにするための学習活動に取り組むとともに、情報機器を利用する際の情報モラルを身に付けさせる学習の充
実を図る。

主な
取組
内容

R6 各教科等による情報モラルの育成に向けた学習活動の実施

R7 各教科等による情報モラルの育成に向けた学習活動の実施

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 一人1台端末を活用した学習活動に関する研修の実施

R7 一人1台端末を活用した学習活動に関する研修の実施

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎「情報通信技術を活用して、子ども同士が教え合い学び合うなどの学習や課題発見・解決型の学習指導の実施」について「よく行った」「どちらかといえば行った」と回答した学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教後期課程

66.7% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義
務教前期課程

77.7% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

情報活用能力の育成や情報モラルの指導、情報機器活用のマナーなどネットトラブルの未然防止に向けた指導
を繰り返し実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
課題発見・解決型の学習は、すべての学校において継続して実施していることから、この評価とし
た。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

3 学力向上推進経費 10,584

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策５ キャリア教育の充実 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

●学ぶことと働くことの意義を理解して学習の見通しを立てたり、振り返ったりすることができるよう、職場見学や職業体験の充実（中学校及び義務教育学校後期課程）

・生き方や希望する進路、職業の情報を収集・整理し、自己の個性や興味・関心と照らして考え、主体的に選択・
決定したり体験したりする活動を充実させ、自己実現に向けて目標を立てて計画的に取り組む態度や肯定的な
自己理解を育む。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 学級や学校での生活づくりに主体的にかかわり、自己を生かそうとする活動の充実（小学校及び義務教育学校前期課程）

・学級や学校生活における様々な課題を解決するために、実現可能で具体的な目標を立てたり意思決定したり
し、自己の良さを生かした主体的な活動を充実させ、現在や将来に希望や目標を持ち、日々の生活に生かしてい
こうとする態度を養う。

主な
取組
内容

R6 キャリア教育全体計画に沿った、発達段階に応じて児童生徒個々のキャリア発達を促す取組

R7 キャリア教育全体計画に沿った、発達段階に応じて児童生徒個々のキャリア発達を促す取組

R8

R9
R10

● 市内の事業所や関係機関と連携した取組の充実

・キャリア教育の情報収集や意見交換を異なる校種間等で行うとともに、身近な職業や事業所の魅力とはたら
き、自分との関連について、職場・職業体験、見学などを通して探求し、児童生徒のキャリアプランニング能力の
育成が図られるよう、連携を充実させる。

● 学びの過程を記述し振り返ることができる仕組みの構築

・児童生徒が自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら主体的に学習活動に取り組めるよう、自らの学びを
見通したり、自己の変容や成長を振り返ったりする活動の充実を図る。

主な
取組
内容

R6 学習活動の節目や単元や学習の終末における、自己の変容を振り返る取組

R7 学習活動の節目や単元や学習の終末における、自己の変容を振り返る取組

R8

主な
取組
内容

R6 職場見学や職業体験、職業座談会の実施

R7 職場見学や職業体験、職業座談会の実施

R8

R9

● 発達段階に応じた学習の充実

・各校における教育課程、キャリア教育全体計画に基づき、特別活動を中核としながら、学校の教育活動全体を
とおして、体系的に児童生徒のキャリア発達を促す。

主な
取組
内容

R6 全体計画に基づいた、発達段階に応じた自己の進路や生き方を選択する能力の育成

R7 全体計画に基づいた、発達段階に応じた自己の進路や生き方を選択する能力の育成

R8

主な
取組
内容

R6 小中高「だて学」担当者連携会議に参加

R7 小中高「だて学」担当者連携会議に参加

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎「将来の夢や目標を持っている」について、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

92.0% ｃ
全国学力・学
習状況調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程
65.0% 62.8% 61.2% 66.2%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程
89.2% 83.4% 81.6% 87.4%

75.0% ｂ
全国学力・学
習状況調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続き各校において定めるキャリア教育全体計画に基づき、発達段階に応じて児童生徒個々のキャリア発達
を促す取り組みの改善を図っていく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
小・中学校及び義務教育学校ともに前年度（R6　小学校　81.6％、中学校　61.2％）を上回ってい
るものの、すべての学校において、目標年度を下回っていることから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 泊を伴う学習や、自然体験学習、職業体験等における、環境教育の実施

R7 泊を伴う学習や、自然体験学習、職業体験等における、環境教育の実施

R8

R9
R10

R9
R10

● 生命を尊重し自然環境の保全に寄与する態度の育成

・自然体験や社会体験活動を通じて、環境に配慮した望ましい行動がとれる子どもを育てるよう環境教育の充実
を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 学校の特色を生かし、環境教育を視野に入れた教育課程の編成・実施

・各教科・領域等を通し、子どもたち一人ひとりが、地域の将来などを自らの課題として捉え、そうした課題の解決
に向けて自分たちができることを考え、多様な人々と協働し実践できるよう、指導の充実を図る。

主な
取組
内容

R6 環境教育全体計画に基づいた、学校の教育活動全体での環境教育の実施

R7 環境教育全体計画に基づいた、学校の教育活動全体での環境教育の実施

R8

令和７年度

第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策６ 環境教育の充実 担当課係 教育部指導室
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎総合的な学習の時間における環境教育の実施校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

100.0% ａ
各校の経営計

画

中学校及び義
務教後期課程

0.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義
務教前期課程

90.0% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% ａ
各校の経営計

画

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

各教科、特別活動、総合的な学習の時間、教育活動全体を通して環境教育に関する学習を継続して実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
すべての学校において、環境教育全体計画に基づいて環境教育を実施していることから、この評
価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策７ 安全・防災教育の充実 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

１　推進方策および今年度の取組内容

● 関係機関や地域と連携し、自然災害を想定した実践的な防災訓練の実施

・有珠山の噴火や津波等を含めた自然災害等に備え、警察、消防署の協力を得て実践的な防災訓練を行うなど
学校安全対策の充実を図る。

主な
取組
内容

R6 実践的な防災訓練や防災に関する教育活動の実施

R7 実践的な防災訓練や防災に関する教育活動の実施

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎　すべての学校で防犯教室及び避難（防災）訓練を両方実施しているため、計画期間中においても、内容の充実を図りながら継続して実施する。

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

100.0% ａ

中学校及び義
務教後期課程

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義
務教前期課程

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% ａ

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続き警察など地域の関係機関・団体等と連携し避難訓練・防犯教室等を継続して実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ 防犯教室及び避難（防災）訓練については、定期的に実施していることから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第２節 豊かな心を育む教育の推進

施策１ 道徳教育の充実 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

１　推進方策および今年度の取組内容

● 道徳科の指導方法の工夫改善や、指導に生きる評価の在り方に係る研修の充実

・「考え、議論する道徳」の授業改善や評価にかかる研修の充実を図るとともに、自己を深く見つめ、人間としての
在り方や生き方の自覚を深める中でよりよく生きるための道徳性が養われるよう、道徳教育全体の工夫・改善を
図る。

主な
取組
内容

R6 「考え、議論する道徳」の実現に向けた校内研修の実施

R7 「考え、議論する道徳」の実現に向けた校内研修の実施

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎「自分にはよいところがある」と回答した児童生徒の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

85.0% ｂ
全国学力・学
習状況調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程
73.1% 85.8% 84.7% 89.6%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程
77.2% 86.4% 79.5% 83.1%

80.0% ａ
全国学力・学
習状況調査

◎「学校のきまり（規則）を守っている」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

小学校及び義
務教育学校の

前期課程
91.9% 91.4% 90.4% 93.6% 95.0% ｂ

学校への聞き
取り調査

決算額（千円）

95.0% ａ
学校への聞き

取り調査

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

すべての学校において、思いやりの心を育み、自己を深く見つめ、よりよく生きるための道徳性が養われるよう道
徳教育の校内研修を引き続き実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義
務教育学校の

後期課程
93.8% 98.5% 98.1% 96.1%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ

「自分にはよいところがある」と回答した児童生徒の割合は目標設定年度を上回ったこと、「学校
のきまり（規則）を守っている」と回答した小学校６年生と中学校３年生の割合においては、目標設
定年度を上回っているものの、小学校においては目標年度の数値を下回っていることから、この
評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第２節 豊かな心を育む教育の推進

施策２ 生徒指導・教育相談の充実 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

１　推進方策および今年度の取組内容

● 児童生徒や保護者への相談体制の充実

・生徒指導・教育相談の充実については、教員だけでは解決できないことも多くなってきており、こうした様々な児
童生徒の相談に対して、教員のほか、引き続き道費によるスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
の配置を継続するなど、児童生徒の置かれている状況や抱えている問題・悩みに応じて対応する。

主な
取組
内容

R6 SSWの学校訪問、LINE相談の活用

R7 SSWの学校訪問及びLINE相談、「KOKOKARA」を活用した教育相談

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎　伊達市内の不登校率が全国平均を下回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

前年度の
全国平均
を下回る

ｂ

中学校及び義
務教後期課程

2.2% 6.5% 5.4% 3.9%

小学校及び義
務教前期課程

0.3% 0.9% 0.7% 0.9%

前年度の
全国平均
を下回る

ｂ

◎「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」の問いに、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

小学校及び義
務教前期課程

98.5% 97.0% 97.9% 96.8% 100.0% ｃ
全国学力・学
習状況調査

決算額（千円）

100.0% ａ
全国学力・学
習状況調査

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

いじめ防止対策推進法に基づき、教育相談や生徒指導等の校内体制の充実や不登校及びいじめの未然防止・
早期発見・早期対応に向けた校内研修等を、引き続きすべての学校で継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義
務教後期課程

91.6% 95.4% 96.0% 98.4%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ

不登校率は、全国（R6　小学校2.3％、中学校6.8％)と比較し小学校で1.4ポイント、中学校で2.9ポ
イント下回った。また、いじめに対する回答において、どんな理由があってもいじめはいけないと回
答した割合が昨年度（R5　小学校　97.9％、中学校　96.0％）と比較し、中学校では上回っている
が、小学校において下回ったことから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

2 2
摘要

403

2 指導室指導員（不登校担当）給与（職員給与費） 6,272

9 1 2 不登校等対策事業経費

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第３節 健やかな体を育む教育の推進

施策１ 体力・運動能力の向上 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

１　推進方策および今年度の取組内容

● 「体力向上プラン」に基づいた取組の工夫・改善

・小学校１年生から中学校３年生を対象とした「伊達市体力テスト」を実施し、各学校において、児童生徒の体力・
運動能力の検証を図ることにより、個々の体力・運動能力の向上を目的とした「体力向上プラン」を作成し、学習
指導の工夫・改善を図る。

主な
取組
内容

R6 伊達市体力テストの結果等に基づいた 「体力向上プラン」の作成と、学習指導の工夫・改善

R7 伊達市体力テストの結果等に基づいた 「体力向上プラン」の作成と、学習指導の工夫・改善

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合計点において、全国平均を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

全国平均
を上回る ａ

小学校及び義
務教育学校の
前期課程(女子)

全国平均比：
+1.1ポイント

2.4ポイ
ント

0.5ポイ
ント

5.0ポイ
ント

小学校及び義
務教育学校の
前期課程(男子)

全国平均比：
+0.4ポイント

1.1ポイ
ント

▲0.6ポ
イント

2.3ポイ
ント

全国平均
を上回る ａ

◎「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合計点において、全国平均を上回る

中学校及び義
務教育学校の
前期課程(男子)

全国平均比：
+1.3ポイント

▲1.3ポ
イント

▲1.4ポ
イント

1.5ポイ
ント

全国平均
を上回る ａ

決算額（千円）

全国平均
を上回る ｃ

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

すべての学校において児童生徒の実態に応じた「体力向上プラン」を作成し、体育科の指導の改善を図るほか、
引き続き持久力を含めた体力・運動能力向上に向け取り組む。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義
務教育学校の
前期課程(女子)

全国平均比：
▲3.1ポイント

▲3.1ポ
イント

▲4.4ポ
イント

▲4.1ポ
イント

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」において、中学校の女子以外は上回っていることから、
この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第３節 健やかな体を育む教育の推進

施策２ 食育・健康教育の推進 担当課係 食育センター庶務係

R10

R9
R10

●地場産物を活用した学校給食の充実

・地場産物を活用した学校給食の提供を務めるとともに、日本文化や季節の行事など食育の観点を意識した献
立づくりに取り組む。

１　推進方策および今年度の取組内容

●だて歴史の杜食育センターの活用

・より安心安全な給食の提供に努め、給食の充実を図るため献立の見直しに取り組む。

主な
取組
内容

R6 全国の郷土料理を取り入れた献立の考案

R7 全国の郷土料理を取り入れた献立の考案

R8

R9
R10

●児童生徒や家庭に対する、食育の大切さに関する啓発活動

・毎月学校に配布しているランチメール、献立メモの充実を図り、家庭への食育の大切さに関する啓発活動を行
う。

●栄養教諭派遣事業の継続的な実施

・栄養教諭派遣指導で食べることの大切さを伝えるため、今年度各小学校全学年1回以上実施することとし、計30
回派遣する。

主な
取組
内容

R6 栄養教諭派遣事業の継続

R7 栄養教諭派遣事業の継続

R8

主な
取組
内容

R6 地場産食材を利用した新たなメニューの考案、イベント・行事を意識した献立の工夫

R7 地場産食材を利用した新たなメニューの考案、イベント・行事を意識した献立の工夫

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 食育に関する情報についての月目標を立て献立表を活用して発信

R7 食育に関する情報についての月目標を立て献立表を活用して発信

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎学校給食における地元産食材利用率が前年度を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

40.0% ｂ

中学校及び義
務教育学校の

後期課程
－ 32.7% 35.7% 39.4%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程
－ 32.7% 35.7% 39.4%

40.0% ｂ

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

食材の物価高騰が続いている状況ではあるが、学校給食の質を低下させることがないよう献立を作成する必要
があるため、令和８年度から給食費の増額を行う。その中で積極的な地元産食材の利用に努め、目標達成に向
けて取り組んでいく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ

地元産食材利用率は前年度を上回り、中間年度（R5）37.5％にも到達することができた。目標年
度（R10）40.0％に向けて、今後も可能な限り地元産食材の利用に努めていく。併せて、「地産地消
の日」などのイベント食や栄養教諭による食育推進のための学校派遣事業を継続的に実施し、子
どもたちの「地元の食べものに対する興味・関心」の向上に取り組んでいく。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 5
摘要

3 だて歴史の杜食育センター運営管理費 358,932

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第３節 健やかな体を育む教育の推進

施策２ 食育・健康教育の推進 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

１　推進方策および今年度の取組内容

●がん教育や薬物乱用防止教室・性に関する指導の実施

・各学校における教育計画に基づき、保健体育・学級活動の学習や、外部講師を招き講座を実施するなど、取組
を充実させる。

主な
取組
内容

R6 がん教室など各種研修講座の実施

R7 がん教室など各種研修講座の実施

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎がん教育の実施率が、前年度の実施率を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程
75.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程
50.0% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続き全ての学校において、がん教育を実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ がん教育を全校で実施していることから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策１ 地域総がかりの教育の推進 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

● 各校のコミュニティ・スクールの活動内容を参考に研修を深める取組の充実

・教職員や地域の住民、関係者がその制度や内容などについて理解を深めるとともに、他校の学校運営協議会
の活動について研修する機会を設けるなど、各校における学校運営協議会の取り組みを充実させる。

１　推進方策および今年度の取組内容

● コミュニティ・スクールを基盤とした学校運営へ地域が参画する取組の推進

・地域の住民や関係者が各校の運営協議会に参加し、学校運営に参画していただくことにより、地域とともにある
学校づくりを進める。

主な
取組
内容

R6 学校運営協議会を軸とした学校経営の充実と、住民や保護者が主体的に学校運営に参画する取組

R7 学校運営協議会を軸とした学校経営の充実と、住民や保護者が主体的に学校運営に参画する取組

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 伊達市学校運営協議会委員研修会の開催

R7 伊達市学校運営協議会委員研修会の開催

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10



- 34 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎「学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれる」と回答した割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程
66.6% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程
77.7% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

今後も継続して、全ての学校において、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動を実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
前年度に引き続き、全ての学校において、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な
活動に参加していただいていることから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

3 コミュニティ・スクール運営経費 185

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策２ ふるさと創生教育の推進 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

● 地域の教育資源を生かした体験的な学習活動の充実

・学校において、地域の専門的な知識・技能を有する人材や地域の施設、副読本等を活用することにより、伊達
市の歴史的風土、伝統、文化等について学ぶ取組を充実させる。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 発達段階に応じた「だて学」学習プログラムの構築

・ふるさと創生教育「だて学」推進事業により発達段階に応じて学習内容を体系化した学習プログラムを構築し、
地球規模の視野で考え、地域の視点で行動できる子供を育成するため、小学校から中学校、高等学校まで系統
立てた学習を行う。

主な
取組
内容

R6 ふるさと創生教育「だて学」の実施、および、学習内容の工夫・改善

R7 ふるさと創生教育「だて学」の実施、および、学習内容の工夫・改善

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 地域の芸術や伝統芸能、歴史文化に触れる取組及び地域人材・施設等の活用

R7 地域の芸術や伝統芸能、歴史文化に触れる取組、副読本の配付及び地域人材・施設等の活用

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎「地域や社会で起こっている問題に関心があるか」という質問に対して、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

70.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程
53.5% 71.0% 62.2% 62.7%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程
60.6% 80.7% 65.7% 72.7%

70.0% ｂ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

全ての学校において、ふるさと創生教育「だて学」の充実を図るため、学習プログラムを継続的に実施するととも
に、学習内容や学習方法の工夫・改善を進め、児童生徒のふるさとに対する理解と意識の向上を図る。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
「地域や社会で起こっている問題に関心があるか」という質問に対して、「当てはまる」「どちらかと
いえば当てはまる」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合は小学校では目標を上回った
ものの、中学校では目標に届いていないことから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

3 ふるさと創生教育「だて学」推進事業 384

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策３ 異校種間連携・接続の推進 担当課係 教育部指導室

R10

R9
R10

●小学校と中学校との連携

・中学校区を基本とした児童・生徒交流、異校種間の教育課程の接続や児童・生徒に関する引継ぎ、指導方法に
関わる研修会の推進により、小・中学校の教育活動の円滑な接続を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

●幼稚園、認定こども園、保育所と小学校との連携

・小学校体験入学や幼稚園・保育所交流など、就学前の幼児を中心とした未就学児と、児童との交流活動を推進
し教育活動の円滑な接続を図る。

主な
取組
内容

R6 幼保・小間での交流活動、体験入学、全体引継ぎ等、計画的な連携・接続の実施

R7 幼保・小間での交流活動、体験入学、全体引継ぎ等、計画的な連携・接続の実施

R8

R9
R10

●小・中学校と高等学校、高等教育機関（専門学校・大学等）との連携

・市内高等学校と小・中学校での教育活動上の連携、教職員の指導方法に関わる、交流、情報交換を推進するこ
とにより、小・中学校と高等学校等の円滑な接続を図る。

主な
取組
内容

R6 市内道立学校との異校種間連携の実施、および、異校種間連携等における情報交流

R7 市内道立学校との異校種間連携の実施、および、異校種間連携等における情報交流

R8

主な
取組
内容

R6 各中学校区を基本とした、児童生徒交流、生徒指導、教育課程、特別支援教育等に係る連携・接続の実施

R7 各中学校区を基本とした、児童生徒交流、生徒指導、教育課程、特別支援教育等に係る連携・接続の実施

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10
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Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎教育活動等に関する調査において、「近隣等の学校と教員同士の交流を行っている」と回答した学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程
40.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程
60.0% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

今後も継続して、それまでの学習内容や指導方法等を発展的に活かすことができるよう情報交換や教育活動上
での連携など、近隣等の学校と教員同士の交流を実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
指導方法に関わる情報交換や教育活動上での連携など、近隣等の学校と教員同士の交流を全
ての学校において行っていることから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10

●幼・保・小・中連携体制の構築

・子どもや保護者の不安解消や、負担軽減が出来るよう、幼・保・小・中連携体制の構築体制を構築するため、接
続時の課題を把握する。

主な
取組
内容

R6 異校種間の連携の推進

R7 異校種間の連携の推進

R8

主な
取組
内容

R6 指導計画の実施

R7 指導計画の実施

R8

R9
R10

R9
R10

●「スタートカリキュラム」の実施（小学校入学時）

・小学校や前期課程での生活がスムーズに適応していけるように、生活科を中心に学科的・関連的な指導や弾力
的な時間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を実施する。

１　推進方策および今年度の取組内容

●「アプローチカリキュラム」の実施（年長児）

・就学前の幼児が円滑に小学校や前期課程の生活が送れるように、市内の幼稚園、認定子ども園、保育所の年
長児と交流学習を実施する

主な
取組
内容

R6 交流学習の実施

R7 交流学習の実施

R8

令和７年度

第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策４ 幼児教育の充実 担当課係 学校教育課学校教育係



- 40 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続き、実施機会の確保及び回数増を目指し、交流学習の実施に努める。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
小学校や義務教育学校前期課程への接続を意識し、交流事業の実施を計画どおり実施してい
る。

取組を進める上での課題と対応方針

◎

100.0% ａ交流した割合 22.0% 100.0% 100.0% 100.0%

Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎　各小学校（星の丘小学校を除く）と義務教育学校が市内の幼稚園、認定こども園、保育所の年長児と交流学習を３回以上した割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 伊達市教育研究会事務部会交流意見交換会、伊達市教育研究会学校保健会との協議会

R7 伊達市教育研究会事務部会交流意見交換会、伊達市教育研究会学校保健会との協議会

R8

R9
R10

R9
R10

●資質能力向上のための研修会の実施

・専門性を生かした役割を向上させるため、学校と学校、あるいは学校と教育委員会・関係諸機関との間で教育
行政の立場で連携を図る研修を実施する。

１　推進方策および今年度の取組内容

●伊達市教育実践交流・研修会の実施

・市内の教職員が一堂に会してお互いの実践を交流・協議することを通じて、教職員間のコミュニケーションの促
進と教育課題の共有化や資質向上のために研修を実施する。

主な
取組
内容

R6 教育実践交流・研修会の実施

R7 教育実践交流・研修会の実施

R8

令和７年度

第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策５ 教職員の資質・能力の向上 担当課係 学校教育課学校教育係



- 42 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

2 伊達市教育研究会補助金 897

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続き、教職員の資質・能力の向上を図ることを目的とし、教育課題の共有及び研修ニーズの把握により、実り
ある研修の実施に努める。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
伊達市教育実践交流・研修会等において、実践的な内容の研修会を開催し、市内の学校での取
組みを共有できる場として定着しており、高い参加率を維持している。

取組を進める上での課題と対応方針

◎　市内教職員（養護教諭、栄養教諭、事務職員）の研修会への参加率

参加率 65.4% 81.8% 100.0% 100.0% 90.0% ａ

80.0% ｂ参加率 64.0% 88.9% 90.0% 78.9%

Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎　市内教職員の伊達市教育実践交流・研修会への参加率

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 伊達小校舎改築事業、市立学校校舎冷房設備設置事業、伊達中学校校舎等トイレ改修事業

R7 関内小学校体育館暖房設備・校舎等照明設備改修事業、伊達中学校校舎等照明設備改修事業等

R8

R9

R7 長期的に改修が必要な学校施設について、状況把握や改修方法の検討等を実施

R8

R9
R10

令和７年度

第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策１ 学校施設・設備の充実 担当課係 学校教育課企画総務係

R10

R9
R10

●伊達市学校施設長寿命化計画に基づく計画的な学校施設の修繕

・伊達市学校施設長寿命化計画に基づき、改築工事及び施設改修を行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●伊達市学校施設長寿命化計画の策定

・計画的な改修と改修コストの縮減および平準化を図ることを目的として、伊達市学校施設長寿命化計画を策定
した。学校の統廃合が一段落したことから、施設の改修計画について、将来的な動向も見据え、検討を行う。

主な
取組
内容

R6 蛍光灯製造中止に対応するため、LED化事業の追加等、実施計画の見直しを行った
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9 2 1 関内小学校体育館暖房設備改修事業（繰越） 22,583

9 2 1 関内小学校校舎等照明設備改修事業（繰越）

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
18,920

9 3 1 伊達中学校校舎等照明設備改修事業（繰越） 47,630

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続きLED化が未済の学校について、整備を取り進める。当初予定した大規模改修については、見直しを行い
ながら概ね順調に進捗している。老朽化を迎えている学校施設も多いことから状況把握に努め、暑熱対策等環境
整備に必要な取り組みを行う。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
令和６年度中に実施計画の見直しを行った蛍光灯製造中止に伴うLED化事業を国庫交付金を活
用しながら実施した。

◎

100.0% ｂ事業実施率 － 77.7% 76.3% 89.5%

Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎伊達市学校施設長寿命化計画に登載した事業の実施

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6 登下校安全対策推進会議の実施、対策案の検討及び協議

R7 登下校安全対策推進会議の実施、対策案の検討及び協議

R8

R9
R10

R9
R10

●通学路安全対策の充実

・登下校交通安全・防犯プログラムに基づき、関係機関と連携し合同点検を実施

１　推進方策および今年度の取組内容

●交通安全教室、防犯教室の実施

・警察など関係機関と連携した訓練や指導を行い、児童生徒の交通安全意識や防犯意識の向上を図るため実施
する。

主な
取組
内容

R6 交通安全教室、防犯教室の実施

R7 交通安全教室、防犯教室の実施

R8

令和７年度

第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策２ 校外安全対策の充実 担当課係 学校教育課学校教育係
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　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

登下校時における児童生徒等の安全確保と総合的な交通安全・防犯対策について、効果的な取組となるよう実
施方法等の工夫や内容の精査を行う必要がる。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ

交通安全教室及び防犯教室については、必要に応じ警察署等と連携しながら全校で実施してい
る。
通学路の安全対策について、合同点検及び登下校安全対策推進会議を開催し、校区の危険箇
所に係る協議等を継続している。

取組を進める上での課題と対応方針

100.0% ａ

中学校及び
後期課程

25.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び
前期課程

60.0% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% ａ

Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎　必要に応じ警察など地域の関係機関・団体等と連携し、児童生徒が交通安全教室もしくは防犯教室を実施している学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10

１　推進方策および今年度の取組内容

●伊達市立学校の適正規模の推進

・令和５年度で学校再編は終了したが、引き続き、児童生徒が、望ましい学校規模の中で学び、資質や能力をさ
らに伸ばしていけるよう、子どもたちの教育環境をより良いものにするために、地域や学校の実情等を考慮しなが
ら、必要に応じて検討する。

主な
取組
内容

R6 伊達市立学校の適正規模の推進（地域や学校事情を把握）

R7 伊達市立学校の適正規模の推進（地域や学校事情を把握）

R8

令和７年度

第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策３ 学校再編等の推進 担当課係 学校教育課学校教育係
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　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続き、子どもたちの教育環境をより良いものにするために、学校の統廃合については、地域や学校の実情等
を考慮しながら進めていく必要がある。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
令和５年度で学校再編は終了したが、文部科学省が示す「原則として、１学年２学級以上の学校
を適正規模」を基本的な考え方としながら、学校の統廃合については、地域や学校の実情等を考
慮しながら進める。

取組を進める上での課題と対応方針

０校 ａ
適正規模を

下回る学校数
－ ０校 ０校 ０校

Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎　計画最終年度における適正規模を下回る学校数（関内小学校、星の丘小・中学校、大滝徳舜瞥学校を除く）

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７
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第２次伊達市教育振興基本計画　事務事業点検・評価シート 令和７年度

第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策４ 高等学校教育等との連携・支援 担当課係 学校教育課企画総務係

R10

R9
R10

１　推進方策および今年度の取組内容

●市内高等学校・高等養護学校との連携・支援

・子どもたちや地域にとって魅力ある高等学校を構築するため、連携・支援を行っていくとともに、ふるさと創生教
育「だて学」を推進する。

主な
取組
内容

R6 北海道伊達開来高等学校支援補助金、高等学校における地域学習への支援

R7 北海道伊達開来高等学校支援補助金、高等学校における地域学習への支援

R8

R9
R10

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9

主な
取組
内容

R6

R7

R8

主な
取組
内容

R6

R7

R8

R9
R10

R9
R10



- 50 - 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ふるさと創生教育「だて学」推進事業 680
摘要

9 1 2 北海道伊達開来高等学校支援補助金 21,931

9 1 3

本事務事業の関連予算として計上していた「北海道伊達開来高等学校支援補助金」は、「ふるさと創生教育「だて
学」推進事業（バス借上分）」を含めて、市長部局へ移管となった。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

－
令和７年度時点において、評価すべき項目の設定をしていなかったが、これまでの評価を別紙
「北海道伊達開来高等学校支援事業補助金について（事業総括）」により取りまとめた。

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

◎

Ｒ８ Ｒ９
目標年度

（Ｒ10） 取組評価 出典等

◎

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定
（H29）

中間年度
（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７
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北海道伊達開来高等学校支援事業補助金について（事業総括） 

 

【事業の背景と目的】 

 平成 30 年６月に発表された北海道教育委員会による「公立高等学校配置計画（案）」におい

て伊達緑丘高等学校（当時）の間口減少が示されたことを受け、学校規模の拡大に伴う教育内容

のスケールメリットを目的とし、伊達高等学校と伊達緑丘高等学校を再編し、新たな高等学校

を設置されることとなった。 

令和３年度に新設された「伊達開来高等学校」において特色ある教育活動を推進するために

は、特に市内の中学校卒業者及び保護者に興味・関心を持たせ、活動意欲のある生徒を確保する

ことが必要である。グローカル人材の育成や学力向上等、地域にとって魅力ある高等学校を構

築し、安定した学校運営と進学率の増加を目指すため、各種事業への支援を行っている。 

 

【補助対象事業の主な取り組み】 

 

1. 魅力ある教育活動支援事業 

（1）海外見学旅行の実施に係る費用助成（行先：台湾、対象：２年生） 

異文化理解、交流体験を目的として、国内と海外の見学旅行配分標準単価の差額を補助 

（2）海外短期留学の実施に係る費用助成（行先：カナダ、対象：校内選考により決定した３名） 

英語を介したコミュニケーション力等の向上を図るため、海外留学の費用の一部を補助 

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

内 容 

  海外見学旅行 

（参加者：164 名） 

海外見学旅行 

（参加者：189 名） 

海外見学旅行 

（参加者：170 名） 

 海外短期留学 

（参加者：３名） 

海外短期留学 

（参加者：３名） 

海外短期留学 

（参加者：３名） 

海外短期留学 

（参加者：３名） 

補助額 0円 3,256千円 13,221千円 10,696 千円 10,329千円 

 ※令和４年度の海外見学旅行は新型コロナウイルスの影響により見送り（国内実施） 

    

2. 学力向上支援事業 

（1）予備校連携講習 

   大手予備校が提供する年間講習や夏期・冬期講習等の受講に係る費用の一部を補助 

（2）スタディサプリ 

   受験希望校への個別対応や、家庭学習の定着に資するオンライン教材（スタディサプリ）

の利用に関する費用の一部を補助 

（※当初は旧伊達高校生徒を対象として令和４年度まで実施していたが、学校（生徒）要

望により令和６年度より再開）  

（3）模擬試験、資格検定等受検料支援 

   大学進学や看護系進学、公務員就職における模擬試験や英語関係の資格検定（英語検定、

GTEC技能テスト）、漢字検定の受検に係る費用の一部を補助 
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（4）大学進学奨励費 

  一定の偏差値以上の大学へ進学する者に対して奨励金を支給 

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

内 容 

予備校連携 

（受講者：58 人） 

予備校連携 

（受講者：82 人） 

予備校連携 

（受講者：81 人） 

予備校連携 

（受講者：78 人） 

予備校連携 

（受講者：67 人） 

スタディサプリ 

（受講者：35 人） 

スタディサプリ 

（受講者：10 人） 
 

スタディサプリ 

（受講者：552 人） 

スタディサプリ 

（受講者：508 人） 

受験料支援 

（模試、英検） 

（受講者：201 人） 

受験料支援 

（模試、英検） 

（受講者：452 人） 

受験料支援 

（模試、英検、漢検） 

（受講者：1,046 人） 

受験料支援 

（模試、英検、漢検） 

（受講者：1,026 人） 

受験料支援 

（模試、英検、漢検） 

（受講者：1,122 人） 

 
GTEC 

（受講者：407 人） 

GTEC 

（受講者：367 人） 

GTEC 

（受講者：72 人） 
 

  
大学進学奨励費 

（１人） 

大学進学奨励費 

（０人） 

大学進学奨励費 

（２人） 

補助額 2,136 千円 5,305 千円 8,825 千円 7,661 千円 7,839 千円 

 

3. 学校力等向上支援事業 

（1）部活動支援 

  部活動の実施に当たり、指導者招聘や講習会開催、機器導入等にかかる経費を補助 

（2）校外活動支援 

  市内巡検（対象：１年生）や総合的な探究の時間（対象：１年生、２年生）の移動に要する

バス借り上げ費や講師謝礼などに要する費用を補助 

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

内 容 

部活動支援 

（機器導入、指導者

招聘） 

部活動支援 

（指導者招聘） 

部活動支援 

（機器導入、指導者

招聘） 

部活動支援 

（指導者招聘） 

 

   校外活動支援 

（市内巡検、探究） 

校外活動支援 

（市内巡検、探究） 

補助額 2,745 千円 787 千円 1,579 千円 801 千円 318 千円 

 

【補助金額】 

 

 

 

 

 

 

1 魅力ある教育活動

2 学力向上

3 学校力等向上

市補助金

0千円 3,256千円 13,221千円 10,696千円 10,329千円

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

4,881千円 9,348千円 23,625千円 19,158千円 18,486千円

2,136千円 5,305千円 8,825千円 7,661千円 7,839千円

2,745千円 787千円 1,579千円 801千円 318千円
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【実施事業の成果と評価について】 

 本事業の実施に当たっては、前年度の実績や学校で独自に行ったアンケート調査等をもとに見

直しを行い、補助事業として実施をしてきた。 

 「１．魅力ある教育活動事業」における海外見学旅行については、参加前の段階では食事や文

化など海外に行くことに対して生徒から不安の声も聞かれたが、見学旅行の参加した生徒へのア

ンケートでは、年 「々（行って）よかった」と回答する割合が増え、令和７年度には９割以上が「よ

かった」と回答しており、好評であったと判断される。伊達市からの支援で魅力的な項目の上位

に選ばれるなど、一定の評価ができるものと思慮する。 

また、短期海外留学については、参加者数が年３名と限定的ながら、３か月の長期にわたる経

験は本人にとって代えがたいものであるだけでなく、事後の校内、市民向けの報告会による波及

効果がグローカル人材育成におけるグローバル視点形成の一助となっている。 

なお、令和７年度卒業で難関大学に進学した２名は、開来高校進学の理由に短期海外留学を挙

げており、在学中に留学に参加し、その経験を活かした。 

 「２．学力向上事業」については、利用延数は一定数で推移しており、予備校等の連携やオン

ライン教材の活用は、生徒それぞれが目指す志望に即した学習環境の整備につながっている。実

績として、毎年一定数の国公立大学の合格者がおり、ある程度高いレベルを本人が志望した場合

であっても適応できる学習環境があることを示している。（表１） 

 また、より高い目標を掲げて大学進学を目指す生徒の支援については、大学進学奨励費を令和

５年度から実施し、これまで３名が進学実績を残したが、実際に対象となった人数は少なく、今

後の運用に当たっては検討する必要がある。 

進学や就職に優位となる資格取得については、経済的な支援により一定数の受検者数が保たれ、

生徒たちの受検意欲の向上と受検しやすい環境の定着に寄与している。 

 「３．学校力等向上支援事業」においては、当初、部活動の指導者派遣や機器購入など環境整

備や内容の充実に支援を行ってきたが、一定の環境整備が図れたことや学校との協議を踏まえ見

直し、市内の知見を深める市内巡検や、地域の課題等について生徒自ら考える総合的な探究の時

間への支援に重点を置くことにシフトした。地域に根差した課題の発見と分析や改善に向けての

活動は、昨今の教育で求められている「思考力・判断力・表現力」や「主体性・多様性・協働性」

を育んでいる。このような活動は、生徒自身の成長だけでなく、地域にとってもよい影響を与え

ている。伊達開来高校はこの取り組みの他にも積極的に地域貢献を行っており地域にとってなく

てはならないものとなっている。（表２） 

 

＜表 1＞ 

 

【表２】 

 

 

 

 

国公立大学進学者

国公立大 合格者数 24 14 16

国公立大 受験者数 31 36 23

R6.3卒 R7.3卒 R8.3卒

R5年度卒業生 R6年度卒業生 R7年度卒業生
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＜表 2＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【今後について】 

 西胆振圏域全体で児童生徒数が減少している状況の中、高等学校教育を存続させるための特色

づくりや子育て環境及び教育環境づくりのための持続可能な取り組みが必要となる。 

 また、生徒が選べる学習環境を提供するための教員等を確保するためには、一定規模の入学者

数を維持しなければならない。伊達市にとってなくてはならない伊達開来高等学校を存続させる

ためには、圏域（胆振西学区）において間口を確保していく必要がある。（表 3） 

 これまで、取り組んできた本事業は、生徒数を拡大させることには至らなかったものの、減少

数を抑制には、一定の効果があったと評価しており、長い目で見て、学校の存続、地域の振興に

寄与したものと考えている。 

今後は、市長部局へ本補助事業を移管することとなるが、地域振興と教育振興との両目線から

より良い事業となるよう、教育委員会としても連携していく。 

  

 

＜表 3＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域貢献・連携活動

合計 46 100 100

探究の時間

（取り組んだ課題数）
46 54 67

ボランティア活動 46 33

就職者数 R5年度 R6年度 R7年度

圏域（胆振西学区）における間口割合 ※公立学校配置検討会議資料より

12.0%間口割合 16.7% 16.7% 20.0% 17.2% 14.8%

25

伊達開来 5 5 6 5 4 3

胆振西学区 全体 30 30 30 29 27

学科及び募集学級数 R5年度 R6年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度


